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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   ラフ・クルー星川保育園 

報告作成日：     2021 年 12 月 28 日  （評価に要した期間 6 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2021 年 8 月上旬～9 月中旬】 

・評価機関の担当者より、法人代表及び施設長、運営担当者へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育

所版自己評価シート【共通評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長、運営担当者及び職員で協

議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2021 年 8 月 16 日～2021 年 9 月 10 日】 

・配布：全園児の保護者（67 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2021 年 11 月 15 日、11 月 16 日】  

■11 月 15 日 

①各クラスの保育観察（0 歳児、1 歳児、2 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（施設長、運営担当者） 

 

■11 月 16 日 

①各クラスの保育観察（3 歳児、4 歳児、5 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（法人代表、施設長、運営担当者） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：2021 年 11 月 15 日、11 月 16 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社コミニティハウスが運営するラフ・クルー星川保育園は、相鉄線星川駅から徒歩 6 分、和田町駅

から徒歩 5 分の場所にあり、園は鉄骨鉄筋コンクリート造 6 階建ての 2 階部分に位置します。園を出て 1 階

部分には園庭があり、三輪車やストライダー、また砂場や芝生の素材でできた築山、子どもがごっこ遊びを

楽しめる家などがあり、限られたスペースの中で、身体を動かしたり、探索したり、ごっこ遊びを楽しむこ

とができる環境が整っています。園の定員は 90 名（0~5 歳児）、開園時間は平日 7 時 00 分～20 時 00 分、土

曜日 7 時 00 分~19 時 00 分です。 

玄関には、園の理念や方針、コーポレートポリシー等が掲示されるとともに、散歩マップや親子サークル

の案内、また市区町村からのお知らせなどがあり、保護者との情報共有の場となっています。玄関から事務

室まではスロープになっており、事務室はカウンター構造のため、送迎の際に保護者とのコミュニケーショ

ンが取りやすい環境となっています。保育室は、0 歳児室、1 歳児室、2 歳児室と 3~5 歳児室になっていま

す。また 3 歳児以上が使用するランチルームが常設され、子どもたち一人ひとりが自分のペースで過ごせる

よう配慮されています。各保育室は、子どもの興味や関心に応じた玩具が十分に用意されるとともに、手作

り玩具等も置かれ、子どもが片付けやすいよう、片づける場所に玩具の写真を貼っています。また、玩具の

種類に応じて、ごっこ遊びのコーナー、ブロック遊びのコーナー、机上遊びのコーナー等が設置され、子ど

もは自分の興味に応じて遊びを選択し、十分に遊べる環境が整っています。くつろげるスペースとして、絵

本コーナーや畳のスペース、ソファーなども常設されています。観葉植物なども置かれ、部屋全体が温もり

のある空間となっています。 
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1．高く評価できる点 

 

○一人ひとりの子どもが、見通しを持って遊び込める環境づくりが実践されています 

 園では日ごろから、クラスミーティングや職員会議、またリーダー会議等を通して保育の振り返りが行わ

れています。振り返りの中で、保育環境の見直しを積極的に行い、一人ひとりの子どもが遊び込める環境づ

くりに努めています。一例として、園庭では子どもの発達に合わせて身体機能が育まれるよう、築山の設置

や、ストライダーや三輪車等の遊具を取り入れています。また、タイヤ等を置くことでひっくり返したり、

上に乗ってバランスを取ってみたりと、さまざまな身体の動きを経験できるようにしています。砂場では、

砂遊び用の川砂の他に、泥団子が作りやすい山砂を用意するなど、子どもの興味に応じて十分に砂遊びを楽

しめるよう配慮しています。観察時は、戸外で子ども同士が砂の量や水の量を相談しながら泥団子づくりを

行う姿が見られました。 

室内では、ごっこ遊びのコーナーやブロック遊びのコーナー、また机上遊びのコーナーやくつろいで絵本

を読むコーナーなど遊びの種類ごとにコーナーを分けています。各コーナーには子どもの遊びが深まるよう、

手作り玩具も含め、玩具の種類や数が十分に用意されています。また、コーナーごとの遊びに応じて、遊び

の関係性を踏まえてコーナーの常設する位置を決めるなど、遊びが発展し深まるよう環境が整えられていま

す。製作コーナーでは、廃材を利用した製作にいつでも取り組むことができ、製作途中の制作物を置いてお

くことができるスペースも確保することで、遊びの連続性にも配慮した環境を整えています。セロハンテー

プ等を使う量についても、保育者が決めるのではなく子どもが自ら考え調節できるような声掛けをすること

で、子ども自身が適量を把握し使用できるようになりました。また、絵本の大切さを職員間で振り返り、絵

本コーナーを設置しました。絵本コーナーは、子どもの興味や季節ごとに担当者が絵本を入れ替え、子ども

が片付けやすいよう絵本の種類ごとに色別のシールを貼っています。このような取り組みから、絵本コーナ

ーは子どものくつろげるスペースになるとともに、年上の子が年下の子に絵本を読み聞かせ、文字への興味

につながるなど、成長への見通しを持つ場にもなっています。 

 

 

○子どもが自ら考えて、主体的に生活できるよう保育者が関わるとともに、環境を整えています 

 園では日ごろから、子どもが自ら考え行動できるよう保育者が関わるとともに、環境を整えています。散

歩の際に、「誰と手を繋いだらいい？」と、子どもが保育者に聞くと、「誰が空いているかな？」と答えたり、

生活の中で、靴箱に靴をしまうときに何処にしまえば良いかが分からない子がいると、保育者は、「ここにし

まうんだよ」などと答えるのではなく「どこに入れたらいいかな？」と一緒に探したりするなど、子どもが

自分で考えようとする気持ちが育まれるよう配慮していました。その積み重ねもあってか、戸外から帰って

食事までの支度は、保育者が一つひとつ声をかけなくても、子どもが自分のペースで主体的に行っていまし

た。乳児のおむつ替えの際も、保育者が「お尻を上げて」など介助の前に声をかけ、できた際は十分に褒め

ることで、子どもが自ら介助に参加するよう関わっています。また、年長児の当番活動では、給食の際にテ



5 

 

ーブルを手分けして拭くとともに、給食の盛り付けと、給食後の食べこぼしの掃除や床の雑巾がけ等を行っ

ています。掃除のやり方について、椅子用の雑巾で拭くことや机の下をほうきで履いてゴミを取ることなど

の手順をわかりやすく番号を振って文字で示すとともに、食器を片付ける際の重ね方などを写真で掲示する

など、子どもが自分で確認してできるよう環境を整えています。食事の際は、一人ひとりの子どもが、当番

が盛り付けした給食を取りに行きます。その際も、取りに行く順路が整理され、子どもは慣れた様子で給食

を受け取り、配膳していました。 

年度末の進級の際は、2 週間程度前から進級する部屋で生活するなど、子どもが見通しを持って主体的に

生活できるよう様々な場面で環境を整えています。 

 

 

〇自己評価をもとに必要な研修等を受講し、職員一人ひとりの着実な育成につなげています 

 園では、年に 2 回実施される園長との面談の際に、目標管理シートを使用し自己評価を行っています。目

標管理シートでは、理念や方針の理解、専門知識や技術の習得、保護者支援等の項目別に示された内容に沿

って 5 段階で自己採点を行い、自己評価にもとづいて、今後学んでいきたい分野や、園として期待すること

等を共有しています。共有された内容と、園長、主任、リーダー、中堅、新任、新卒と段階ごとに求められる

能力や、目標・到達点が記載された「段階別・項目別の到達点」を照らし合わせ、各職員に必要な研修を受

講できる体制を整えています。研修は、職責ごとに応じた法人主催の研修、及び自治体等で実施される外部

研修やキャリアアップ研修、また園に講師を招いての園内研修等、多岐にわたり積極的に受講しています。

これらの取り組みにより、職員一人ひとりの着実な育成が行われています。 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇事例検討会、エピソード記録等を通して、多角的な視点で話し合い、実践につなげています 

年に 3 回各職員が事例を持ち寄り、事例検討会を実施しています。検討会では、各事例に対して職員が意

見を交わし合い、具体的な関わり等の共有を行っています。これらの取り組みは、園全体での保育の共通認

識にもつながっています。また、園では、エピソード記録を記入するためのノートを用意し、日ごろからエ

ピソード記録を記入しています。日ごろのエピソード記録も踏まえ、3~4 か月に 1 回程度、場面記録と呼ば

れる所定の用紙を使用し、園での子どものエピソードを記入しています。場面記録に、園の職員だけでなく

保護者も家庭でのエピソードを記入することで、子どもの成長を保護者と共有するツールとなっています。 
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3．工夫・改善が望まれる点 

〇把握された地域ニーズにもとづき、園独自の取り組みが期待されます 

地域の福祉ニーズについては、保護者代表、外部委員、法人代表、園長及び主任が参加し、年に 2 回実施

される運営委員会や、自治体の園長会への参加、幼保小連携会議、区の園長校長会や私立園長会への参加を

通して把握しています。把握された内容にもとづいて、一時保育の実施や区の主催で行う合同育児講座への

参加、妊娠期支援として初めて妊娠される養育者を園に招く育児相談等を行っています。 

 今後は、把握された地域ニーズにもとづき、離乳食講座や遊びの紹介、わらべうた等を通した親子交流会

など、園独自の取り組みが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2021 年 11 月 15 日、11 月 16 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

観察日は、子どもの体調や興味に合わせて室内で遊ぶ子と、園庭で遊ぶ子に分かれていました。室内で遊

ぶ子どもは、ウレタン製の滑り台を滑ってみたり、保育者と一緒に這い這いをしたりと十分に身体を動かし

て遊んでいました。また、「おんまはみんなパッパカ走る」「おふねがぎっちらこ」などの心地よい保育者の

歌声とともに、わらべうたなどのふれあい遊びも行っていました。保育者は子どもがつかまり立ちをしたり、

上手に滑り台を滑ってみたりするたびに「タッチするの？」「上手に滑れたね」など常に応答的に関わる様子

が見られました。また、ミルク缶程度の大きさの入れ物の蓋の部分に穴が開いており、そこにポトンとペッ

トボトルのキャップ程度のものを落としたり、小さなペットボトルの中にドングリを入れた玩具を振りなが

ら「おもちゃのチャチャチャ」を保育者と一緒にリズムよく振ることも楽しんでいました。また、きれいに

装飾された段ボールの板に、ペットボトルの蓋がゴムで止められ、子どもが引っ張って遊んだり、段ボール

の板に穴があけられ、覗くことができるなど、探索活動ができる環境も整えられていました。天井には布の

天蓋があり、家庭的な温かみのある照明を設置することで、部屋全体がゆったりと落ち着いて過ごせる環境

となっていました。 

園庭は芝生でできた築山やタイヤ、砂場、花壇、また子どもがごっこ遊びを楽しめる家などがあり、限ら

れたスペースの中で、身体を動かしたり、探索したり、ごっこ遊びを楽しむことができる環境が整っていま

した。子どもは園庭内を歩きまわりながら、探索活動を楽しんでいました。保育者は「何を見つけたの」と

子どもの後ろにつきながら、子どもが見つけた喜びを共有していました。 

 午前の遊びの時間を終え、食事の時間となりました。月齢に合わせて食事の時間を設定し、一人ひとりの

子どもの生活リズムに合わせ食事が始まりました。座位が安定しない子どもは、保育者に抱かれ、一口ずつ

食事を進めていました。保育者は、子どもがよく噛んでいる様子を見ながら、ゆったりと食事の介助をして

いました。子どもも、食べるごとに保育者の顔を見て、互いが微笑み合う姿が見られました。おむつを替え

る際も、子どもに一つ一つ声をかけながら介助を行い、すべて介助をするのではなく、保育者が子どもの手

を持ち起き上がるのを待つなど、子どものできる力を発揮できるよう介助していました。 
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□1 歳児クラス 

観察日は、子どもの体調や興味に合わせて室内遊びと戸外遊びに分かれていました。室内では、ごっこ遊

びのコーナーで人形を椅子に座らせたり、手作りの布リュックを背負って歩いてみたりと、一人ひとりが自

分のイメージを膨らませながら遊んでいました。ごっこ遊びのコーナーには、牛乳パックで作られた入れ物

の中に、布などが整理されており、子どもたちのイメージに沿って遊びが発展できるよう環境が整えられて

いました。また、ブロックやひも通し、洗濯ばさみなど、発達に合わせた玩具も設定され、片づける場所が

分かりやすいよう、その場所に玩具の写真が貼られていました。 

 1 人の子が保育者と木製の型はめをはじめました。その様子に気づいた他の子もテーブルの周りに集まり

ます。保育者は子どもの人数に合わせて型はめを用意し、それぞれの子が集中して取り組んでいました。そ

の様子を見て「上手だね」などの声をかけたり、子どもに「どうやってやるの？」と聞かれると、「ここかな」

など、子どもと一緒に考えながら取り組んでいました。 

 園庭では、三輪車やカタカタと鳴る木製の手押し車等を使って遊んでいました。園庭には砂場やタイヤな

どもあり、砂場で遊ぶ子やタイヤをひっくり返そうとする子など、一人ひとりが自分の興味に応じて遊ぶ姿

が見られました。また、園の周辺の散歩もしました。保育者は、歩道を歩いている際に、自転車等に十分に

気をつけたり、道を曲がる際はしっかりと安全確認をしてから曲がるなど安全面に配慮しながら、子どもの

歩くペースに合わせてゆったりと散歩していました。子どもたちは散歩中に見つけたものを指差しで保育者

に伝えます。ちょうど、柿の木に鳥が止まって柿を食べていました。その様子に気づいた子どもが保育者に

知らせます。保育者は、子どもを抱き上げ、一緒にその様子をしばらく観察しました。じっくりと観察でき、

満足そうな表情が見られました。 

 室内に戻ると、着替えを済ませ、食事の時間です。保育者が連携しながら、着脱の介助、食事の介助、排

泄の介助など、一人ひとりの子どものペースに合わせて行っています。食事の時間も、子どもの生活リズム

に合わせて時間をずらし、保育者とゆったりと関わりながら食事ができるよう配慮されていました。 

 

 

□2 歳児クラス 

観察日は、散歩に出かけました。出発前に一人ずつ名前を呼び人数確認を行った後、散歩先を子どもたち

に伝えました。散歩先で、何をして遊ぼうかなどと話すと、「虫探す！」と答えるなど、散歩への期待を膨ら

ませて出発しました。 

散歩は、子どもが２人ずつ手を繋ぎ、そのうち 1 人の子どもが保育者と手をつないで歩いていました。友

だちと手を繋ぐときに、「誰と繋いだらいい？」と、子どもが保育者に聞くと、「誰が空いているかな？」と

答えるなど、子ども自身が考えることができるように配慮をしていました。公園までの道のりでは、子ども

の興味に合わせて、車屋さんの横を通るとしばらく車を見て「ねずみ色だね」など、子どもの興味を共有す

るとともに、横断歩道では、「車来てないかな？」「渡るときは手を挙げてね」などの交通ルールを伝え、安

全面にも十分配慮しながら散歩を楽しんでいました。 

公園に着くと、1 名の保育者が子どもに公園で遊ぶ時のルールを伝え、その間にもう 1 名の保育者が公園

内の安全確認を行っていました。公園では、保育者と一緒に思い切り走って遊んだり、ボールを投げたり、
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蹴ってみたりと身体を十分に動かして遊んでいました。十分に身体を動かした後、お茶を飲み園に帰る支度

を始めました。その時、一人の子が何かを訴え帰りたがらない様子が見られました。保育者は、「みのむしが

見たいのかな？」「電車が見たいのかな？」と、子どもの気持ちに寄り添い、見たいものが見られるよう、少

し寄り道をしながら帰ることになりました。子どもが訴えていたものは、みのむしでも電車でもなかったよ

うでしたが、気持ちに寄り添ってもらった子どもは安心したためか、園に帰ろうとする気持ちになった様子

でした。帰り道では、クリスマスのイルミネーションも見られ、子どもの嬉しそうな表情が見られました。 

園に着くと、子どもは自分で靴を脱ぎ室内に入ります。靴箱に靴をしまうときに何処にしまえば良いかが

分からない子がいました。その際に保育者は、「ここにしまうんだよ」など、答えるのではなく「どこに入れ

たらいいかな？」と一緒に探したりするなど、子どもが自分で考えようとする気持ちが育まれるよう配慮し

ていました。その後、手洗い、着替えを済ませ、準備が終わった子から順に椅子に座り、食事となりました。 

 

□3 歳児・4 歳児 

観察日は３歳児、４歳児合同で近隣の公園に遊びに行きました。子どもは、３歳と４歳のペアで手を繋ぎ

２列で歩きました。公園に向かう途中、工事で通れない場所があることを職員が把握していて、職員間で伝

達し、道を変更したり、道路を渡る際は、横断歩道を渡り切れるように子どもが４列になって渡ったりする

など、安全面に配慮して散歩する姿が見られました。また途中で、他園の子どもたちに出会うと、手を振る

姿なども見られました。 

 散歩先の公園では、いくつかの保育園の子どもも遊びに来ていましたが、互いに譲り合って活動場所を決

めるなど、子どもが十分に遊び込めるよう配慮していました。遊び始める前には１名の保育者が子どもと公

園での遊び方のルールを確認し、もう 1 名の保育者がごみを拾ったり、アスレチック等の大型遊具の安全点

検を行っていました。最後に、子どもも一緒に危険な場所がないか確認した後に、全員で準備体操を行い遊

び始めました。公園には大型遊具が 2 か所ありましたが、子どもたちの発達に合わせて遊び込めるよう、4 歳

児は、雲梯やボルダリング、また少し高さのある滑り台等の大型遊具で遊び、3 歳児は、少し低めの滑り台等

がある大型遊具で遊ぶなど、場所を分けて遊ぶ姿が見られました。保育者は分かれて、それぞれの子どもた

ちの遊びの様子を見守るとともに、適宜、子どもの人数を確認していました。大型遊具以外でも、広場でシ

ャボン玉や鬼ごっこなどをして遊ぶ姿も見られました。十分に遊んだ子どもたちは、水分補給をした後、園

に向かいました。 

園に着くと、トイレ、手洗い、着替えを行い、食事の用意ができるまでの間、好きな遊びを楽しんでいま

した。帰園後からの一連の支度は、保育者が一つひとつ声をかけなくても、子どもたちが自分のペースで主

体的に行っていました。保育者はその様子を見ながら、援助が必要そうな子に対しては、「大丈夫？自分でで

きそう？」と声を掛け、無理に手伝ったり急かしたりしないで、さりげないフォローを行っていました。さ

らに、自分で行うことが難しい３歳児の子に、年長児の保育者が援助するなど、クラスを越えて、保育者全

員で子どもを見守る場面が見られました。また、食事までの自由遊びの時間で、職員は連携して、子どもが

使っていない玩具の消毒を行っていました。 

食事の準備が整い、当番が盛り付けした給食を、子どもが一人ずつ順に取りに行きます。配膳の際にすれ

違ってぶつからないように、順路も整理され、子どもは慣れた様子で給食を受け取り、配膳していました。

すべての配膳が終わり、自分の席に着いた子どもから、「いただきます」をして食べ始めていました。 
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□5 歳児クラス 

室内で保育者と、散歩先や一緒に行く保育者を確認してから散歩に出かけました。当日は、保育参加で保

護者の方も参加され、一緒に散歩に行きました。歩き始める前に、「横断歩道では手を上げること」「小学生

になると自分で歩くこと」など、安全に歩くことの大切さを子どもに伝えてから出発しました。公園に向か

う途中では、会話を楽しむとともに、時折「ここは車が勢いよく来るから気を付けてね」など、気を付ける

ことをその都度伝えながら公園に向かいました。 

公園に到着し、準備体操を終えると、みんなでドッヂボールをすることになりました。地面に脚で線を引

き、その上に水をかけ、ドッヂボールのコートを作ります。保育者が線を引くと、子どもたちもその後ろに

ついて一緒にコート作りをしていました。一人ひとりの興味を大切にし、参加したい子が集まってドッヂボ

ールが始まりました。初めは参加しなかった子どもも、楽しそうな様子を見て、途中から参加する姿も見ら

れました。ドッヂボールを終えた後は、それぞれの子が、いろいろな遊びを楽しんでいました。保育者が回

す大縄を何度も楽しんだり、リングのバトンを使ってリレーをしたり、しっぽ取りゲームを楽しむ子もいま

した。また、泥団子づくりを楽しむ子どももいました。何人かの子どもが円になり、「ここに水をかけて」な

どペットボトルに入った水の量を調整しながら、ちょうど良い硬さの泥団子になるよう、試行錯誤しながら

作っていました。 

その後、遊具でも遊びました。クライミングのように手と足をかけて登る遊具や、ロープが下がっており

ぶら下がって遊ぶ遊具、またゴム製の円状の場所に、バランスを取りながら乗る遊具など、様々な遊具があ

りました。保育者は、子どもの様子を見て、補助が必要な場所の傍についています。また、手をかける場所

や足をかける場所なども、必要に応じて伝えながら、楽しんで遊べるよう配慮していました。 

ひとしきり遊び終えた後、お茶を飲んでから園に向かいました。公園に遊びに来ている親子や、道ですれ

違う店の人などに挨拶をする姿も見られました。 

園に着くと、着替えをして、食事の準備です。当番はバンダナ、エプロン、マスクを付け、慣れた手つき

で、テーブルを拭いていきます。「ここは全部拭いたよ」「僕が並べるね」など、子ども同士で確認しながら

準備を進めていました。準備が整い、遊んでいた 3 歳児クラスの子から呼び、順に配膳し食事の時間となり

ました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・園の理念や方針は、パンフレットやホームページに

記載されるとともに、玄関に掲示されています。保育

理念は「子どもの個性を尊重し、豊かな心を育て、た

ゆみない笑顔を創造します」です。保育方針は「個々

を大事にすることにより、子どもひとりひとりが自分

で考え行動できるような自主性・自立性を育みます」

「本物の体験を多く取り入れ、様々なことを感じる中

で、豊かな感受性を育みます」「集団生活の中で、社会

性を身につけ思いやりの心を育みます」「落ち着いた

環境の中で、生きる力の基礎を育みます」であり、保

育所の使命や目指す方向、考え方を読み取ることがで

きます。 

・基本方針は、理念との整合性が確保され法人のコー

ポレートポリシーとして、「社会貢献」「コンプライア

ンス」「環境にやさしい」の 3 つの項目で、職員の行

動規範を示しています。また、人材育成ポリシーとし

て、「協力とチャレンジの精神」「自ら考え、行動でき

る精神」「思いやりの精神」の 3 つの項目で、具体的

な内容が記載されています。これらの内容は、新任研

修をはじめ、各ステージ別の研修で周知が図られてい

ます。さらに園では、新入社員に向けて園での具体的

な取り組み内容や約束事等の行動規範を示した文書

を作成し、入社時に確認しています。 

・園の理念や方針については、重要事項説明書等を通

して、新入園児説明会や保護者会等で保護者に説明し

ています。 
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2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・社会福祉事業全体の動向については、法人代表の日

本こども育成協議会への参加や、幼児教育・保育に関

する専門誌である「遊育」等を通して把握しています。

具体的には、こども庁創設の動向などについて把握

し、園長と共有しています。 

・地域の各種福祉計画の策定動向等については、自治

体の園長会への参加や、幼保小連携会議、区の園長校

長会、私立園長会への参加を通して把握しています。

具体的には、待機児童の状況や子育て支援事業への取

り組み、近隣公園の整備状況や安全面等について把握

しています。 

・園が位置する地域での特徴・変化等の経営環境や課

題については、園見学希望者の年齢別人数の把握や、

一時保育希望の問い合わせ内容、また区の保育所説明

会等で得られた情報をもとに保育ニーズ等を把握し、

分析を行っています。 

・定期的な保育のコスト分析については、子どもの在

籍数に応じた補助金等に対して、毎月、3 か月を見越

した貸借対照表、損益計算書及びキャッシュフローに

ついて分析を行い、研修費や必要備品の購入等につな

げています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

 

・経営課題については、月に 1~2 回実施される本部会

議、月に 2 回実施される本部役員会で取りあげ、具体

的な課題を明らかにしています。課題については、法

人代表が月に 1 回程度園を訪問し、園長を通して職員

に周知しています。 

・園の課題として、教育研修体制の強化と中堅層の育

成をあげ、具体的な取り組みが実施されています。教

育研修体制については、園長、主任、リーダー、中堅、

新任、新卒の段階ごとに求められる能力や、目標・到

達点が示された「段階別・項目別の到達点」を使用し、

各職員が必要な研修を受講できる体制づくりの強化

に取り組んでいます。また、園長は、各職員のキャリ

アアップ研修等の受講歴を確認し、全職員が必要な研
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修を受講できるよう配慮しています。これらの取り組

みが、中堅層の育成にもつながっています。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

 

 

・中・長期計画は法人全体の課題を明確にした後、各

園で強化する内容について取り上げ、計画を作成して

います。法人全体としては、人事、労務、財務等の各

種制度の整備や園の認可化などに取り組んできまし

た。当園の重点課題としては、中堅職員の育成及び地

域との関わりを掲げています。 

・中堅職員の育成については、「段階別・項目別の到達

点」を使用し、中堅職員に求められる職務を、園運営、

子ども理解、遊び・環境構成等、項目別に明らかにし

たうえで、必要な知識や技術等を身に付けられるよう

研修体制を整えています。 

・計画内容は、必要に応じて本部会議や本部役員会で

見直し、園長と共有する体制が整えられています。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・中・長期計画の重点課題を単年度計画に反映させて

います。重点課題として、中堅職員の育成及び地域と

の関わりを掲げ、計画を作成しています。 

・中堅職員の育成では、法人内研修において、各職員

の経験に合わせてステージごとに研修が計画される

とともに、キャリアアップ研修やその他外部研修を積

極的に受講することで、中堅職員に求められる能力を

身に付けられるよう体制を整えています。また、計画

に応じた研修費等について、毎月見直しを行い、数値

目標を含め単年度計画に反映させています。 

・地域との関わりについては、計画内に「地域の育児

支援について」という項目を設け、一時保育事業、

MEET Baby と呼ばれる妊娠期の支援、赤ちゃん教室

への参加、保土ヶ谷区内合同育児講座への職員の参加

が掲げられ実施につなげています。 

・単年度計画については、研修内容や行事内容等につ

いて法人代表と園長が共有し、実施状況の評価を行う
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とともに次年度の計画に反映させています。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・職員会議や日々の職員からのヒアリングで得られた

意見等を法人代表と共有したうえで、事業計画が作成

されています。 

・研修や行事等、事業計画に関連する内容について、

年間で計画されている職員会議等で取りあげ、共有し

ています。共有内容は職員会議議事録に記録され、本

社に FAX し共有されています。 

・事業計画については、その都度必要に応じて職員会

議で共有されるとともに、年度末に次年度の課題を抽

出しています。 

・事業計画で重点課題として取り上げている中堅職員

の育成について、職員会議等で、法人代表と園長から、

各職員に必要な研修の受講を勧めるなどの取り組み

が行われています。これらの取り組みが、事業計画の

理解を促すことにつながっています。 
 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

・事業計画に関連する、保育の取り組み内容等につい

ては、年に２回実施される運営委員会で説明するとと

もに、議事録を掲示し、保護者への周知を図っていま

す。 

・運営委員会には、保護者代表、外部委員、法人代表、

園長及び主任が参加し、事業計画に関連する行事や日

ごろの保育等について意見交換を行っています。意見

交換では、行事の実施方法や園内環境、給食、保護者

との情報を共有する掲示板についてなど、具体的な意

見が交わされることで、保護者の理解が促されるとと

もに、計画に対する保護者等の参加を促すことにもつ

ながっています。 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

  
・本社研修や外部研修を通して、PDCA サイクルにつ

いて学び、日ごろの各種指導計画に反映させていま

す。各種指導計画は、園長及び主任が確認し、各クラ
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織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

B 

 

 

A 

 

 

 

ス担任と共有することで、次の実践につなげていま

す。また、職員会議やリーダー会議等の定例の会議の

中で、子どもの様子や保育内容の改善等について話し

合うとともに、年に３回の事例検討会を行い全職員で

意見交換をし、次の実践につなげるなど、組織的に保

育内容について振り返る体制が整えられています。 

・保育所全体の自己評価を年に２回実施するととも

に、各職員の自己評価を年に２回実施しています。ま

た、第三者評価を３年に１回実施するなど、定期的な

受審をしています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・保育所全体の自己評価に全職員で取り組んでいま

す。評価で得られた内容については、園長が取りまと

め、職員会議等で話し合うことで共有認識が図られて

います。自己評価の結果については、保護者用閲覧フ

ァイルに保管され、保護者への周知も図られていま

す。 

・評価結果にもとづき、具体的な改善への取り組みが

行われています。一例として、保護者への伝達漏れを

防止するため、各クラスに伝達ノートを配備し、伝達

内容の記載および口頭での確認を行っています。ま

た、廃材等を使用する製作コーナーでは、全ての廃材

を段ボールの中に保管していましたが、種類ごとに仕

分けることで、子どもが選びやすいよう環境を整えま

した。 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

 

 

 

 

 

 

・園長はクラス会議や職員会議等を通して、自らの役

割や方針等を具体的な保育事例を通して伝えていま

す。一例として、園庭の使い方に関して、子どもが十

分に遊び込めるよう築山等を設置しました。このよう

な取り組みの中で、園長として子どもへの関わりの方

針や、園運営における環境設定や備品整備等に取り組

んでいます。 
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□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

B A 

 

 

・園長は、重要事項説明書や、園だより、ホームペー

ジ等を通して自らの役割と責任について表明してい

ます。毎月の園だよりでは、自我の芽生えなどに関す

る子どもへの関わり方、またホームページでは園の保

育方針等を伝えています。 

・園長の役割については、段階別・項目別の到達点に、

「園全体の統括」「職員指導、管理」「関係機関との連

携」等が記載され、職員会議等で周知しています。 

・有事（災害、事故等）における園長の役割と責任及

び不在時は主任へ報告をすることなどの権限委任等

については、消防計画や危機管理マニュアル等に記載

されています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

B 

 

 

A 

・園長は、横浜市主催のマネジメント研修、日本保育

協会主催の施設長研修、本社施設長研修等へ参加し遵

守すべき法令等について把握しています。また、防火

管理者講習や衛生推進者講習などを通して幅広い分

野について、遵守すべき法令等を把握しています。 

・取引事業者は必ず本社を通して契約するとともに、

行政とのやり取りについても本社と共有することで、

適正な関係を維持しています。 

・法人が掲げるコーポレートポリシーでは、「社会貢

献」「コンプライアンス」「環境にやさしい」の 3 つの

項目が掲げられ、職員に周知した上で、具体的な保育

実践につなげています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、日々のクラスミーティングや月案ミーティ

ング内で、具体的な事例を通して、保育の質の現状に

ついて定期的、継続的に評価・分析を行っています。

把握された内容にもとづいて、職員の考えを聞き取

り、各職員の目標・課題に合わせた助言を行っていま

す。 

・各クラスに、中堅職員であるリーダーを配置し、月

に 3 回程度リーダー会議を実施しています。リーダー

会議では主任がファシリテーター役を担い、日々の保

育実践について話し合うなど、組織内に具体的な体制

が構築されています。会議の事前打ち合わせや会議後

の検討内容等については、園長と主任で共有されてい

ます。 
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意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

・各職員の目標・課題に合った研修が受講できるよう

体制を整えています。園長面談や各会議等で把握され

た各職員の興味等に応じて、研修を受講するよう促し

ています。また、年に 3 回ある事例検討会の実施によ

り、保育の質の向上や職員の共通意識につながってい

ます。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・日々の保育実践や、年に 2 回実施される園長面談等

を通して、職員一人ひとりの能力等を把握し、分析を

行っています。分析内容にもとづき、各クラス担任等

の職員配置を決定しています。 

・職員数は、配置基準以上に配置し、子ども一人ひと

りと丁寧に関わり、保育の質の深まりにつなげること

ができる環境を整えています。また、職員が希望する

日に有給休暇が取得できる体制にもつながっていま

す。 

・年に 2 回実施される運営委員会には、保護者代表、

外部委員、法人代表、園長及び主任が参加し、日ごろ

の保育や行事等について意見交換を行っています。話

し合われた内容は議事録にまとめられ、職員会議で共

有するとともに保護者用閲覧ファイルに保管するこ

とで共有が図られています。このような取り組みによ

り、組織内に同様の意識を形成する土壌が築かれてい

ます。 

・各クラスにリーダーを配置するとともに、行事や避

難訓練等に担当者を置くなど、組織内に具体的な体制

を構築しています。園長は、日々の実践内容や行事後

の振り返りの報告を受け、必要な助言を行うなど、自

らもその活動に積極的に参画しています。 

 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

 

 

 

 

・必要な福祉人材や人材の確保と育成に関する方針に

ついては、段階別・項目別到達点に記載されています。

また、法人のコーポレートポリシーや人材育成ポリシ

ーに示されています。 
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が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・段階別・項目別到達点には、職務に応じた「求めら

れる能力」「段階ごとの目標・到達点」「職務内容」「必

要な研修・連携」が具体的に記載されています。計画

にもとづき、職員は新卒、新任、中堅、リーダー、主

任、園長のステージごとの研修を受講することによ

り、人材の育成が実施されています。また、キャリア

アップ研修等、各職員に必要な外部研修等も積極的に

受講しています。 

・福祉人材の確保については、本社を中心に紹介会社

の利用や各自治体の就職説明会への参加、また私立園

長会からの情報収集、職員からの紹介等を通して行っ

ています。本社では、採用に関して各紹介会社の情報

をはじめ、使用している求人媒体や採用後の退職率

等、複数の項目で分析し、効果的な福祉人材の確保に

つなげています。また、採用面接の際は、園長だけで

なく、必ず法人代表が参加しています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・「期待する職員像」は、段階別・項目別到達点にステ

ージごとに示されています。ステージは、新卒、新任、

中堅、リーダー、主任、園長に区分され、それぞれに

求められる能力として、具体的な業務内容が示されて

います。 

・ステージ表に対応して昇給昇進の人事基準が明確に

定められ、職員に周知されています。職員は具体的に

示された、「求められる能力」「段階ごとの目標・到達

点」「職務内容」「必要な研修・連携」により、自ら将

来の姿を描くことができるような総合的な仕組みづ

くりができています。 

・目標管理シートをもとに、年に 2 回の園長面談を実

施し、各職員の専門性や職務遂行能力、職務に関する

成果や貢献度等を評価しています。 

・職員の処遇水準については、年 2 回の園長面談及び

必要に応じて法人代表との面談内容を踏まえ、評価さ

れています。また、有給休暇取得率や時間外労働時間

数等の日々の勤怠管理は園長が行い、本社とも共有し

た上で、分析につなげています。 

・職員の意向については、年に 1 回、所定の用紙を使

用した意向調査を実施しています。職員の意向を考慮

し、職員配置等につなげています。 
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（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・労務管理については、勤怠システムを利用し園長が

行い、半月単位で本社にデータを送信し共有していま

す。シフト管理については、園長が行うとともに、主

任が前日に、翌日の子どもの登園人数を踏まえ、非常

勤職員も含めた職員配置をホワイトボードに示し、全

職員で共有しています。 

・職員数を多く配置することで、各職員が希望日に有

給休暇を取得できる体制が整えられています。また、

各職員の有給取得日数を把握し、取得率の低い職員に

は取得を促すなどの取り組みも行っています。 

・年に 2 回の園長面談の他に、必要に応じて面談を実

施しています。また、法人内の窓口を設置し、法人代

表と面談する機会も設けられています。 

・園長は日ごろから職員とのコミュニケーションを大

切にし、職員が相談しやすい体制を整えています。ま

た職員会議等を通して、お互い様の気持ちやサポート

し合う体制等の大切さを伝えるなど、働きやすい風土

づくりを行っています。結果、職員の定着率が高い職

場となっています。 

・職員数を多く配置することで、産休・育休が取得し

やすい労働環境が整備されています。また、子育て家

庭の職員に対しては、子育てがしやすいよう短時間労

働勤務を導入し、取得実績も積んでいます。 

・勤続年数に応じて、特別休暇や旅行券等を付与する

などの取り組みが行われています。 

・シフト作成の際は、早番勤務、遅番勤務をローテー

ションにするとともに、時間外労働にならないよう、

クラスを越えて職員が連携する体制を整えるなど、働

きやすい職場づくりに努めています。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

 

 

 

 

 

 

 

 

・期待する職員像については、段階別・項目別到達点

に、新卒、新任、中堅、リーダー、主任、園長のそれ

ぞれに求められる能力として、具体的な業務内容が示

されています。 

・４月及び 10~11 月にかけて実施される、年 2 回の

園長面談を通して、各職員の目標が共有されていま

す。面談の際には、目標管理・分析シートが使用され、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが構築さ

れています。各職員の目標は、園長面談にて、個々の
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とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

B A 
職員への期待を伝え、職員と検討する中で設定されて

います。 

・目標管理・分析シートは、職種及び職責別に設定さ

れ、法人の理念等の理解、専門知識・技術、子育て・

地域支援、対応など項目ごとに自己採点と、園長が採

点する欄が設けられ、数値化できる仕組みになってい

ます。さらに、文書にて記述する項目もあり職員一人

ひとりの目標設定が明確にされています。半期に一

度、園長面談を通して進捗状況の確認が行われていま

す。また、その際に、目標達成度の確認を行い、次年

度の目標や努力項目につなげています。さらに、必要

に応じて随時園長面談を行い、目標管理シート内に記

載がある、努力項目について振り返る機会を設けてい

ます。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・「期待する職員像」については、法人のコーポレート

ポリシーや人材育成ポリシーに明示され、新任研修な

どの際に、法人代表より伝えています。また、「求めら

れる能力」が明記された、段階別・項目別到達点には、

新卒、新任、中堅、リーダー、主任、園長のそれぞれ

に求められる能力に応じた必要な研修や連携が具体

的に記載されています。さらに、園独自で保育の際の

約束事が示された「新入社員の皆さんへ」という書面

を作成し、共有しています。 

・研修計画については、各職員のキャリアアップ研修

や外部研修の受講歴、今後受講する研修等について、

それぞれ一覧で示されています。今後は、それぞれの

一覧を取りまとめ、研修計画として体系づけて作成す

ることを検討しています。 

 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況

等については、職員会議等で実施されている、研修報

告による理解度や、日々の保育内容の振り返り及び保

育実践の観察を通して把握しています。 

・本社主催の新任研修が年間を通して実施されていま

す。新任研修では、法人の歩みやコーポレートポリシ

ーをはじめ、社会人としてのマナーや電話対応等の研

修を行っています。また、園独自で保育の際の約束事

を記載した「新入社員の皆さんへ」という書面を通し
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□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

て、日ごろの保育内容について個別的な OJT が行わ

れています。 

・日々の実践から各クラスが事例を持ちより、年に 3

回の事例検討会が実施されています。また、園に講師

を招き、保育の環境構成等について学ぶ機会を積極的

に設けています。さらに、外部研修を積極的に受講し、

わらべうたや運動あそびなど、受講した研修内容を職

員会議等で報告し、共有しています。研修を受講する

際はシフトを調整することで、勤務内で受講できる体

制が整えられています。わらべうたは月に 2 回程度専

門講師が園に訪問し、職員が年齢に合わせた内容を学

べる機会が設けられています。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る基本姿勢は、保育実習受け入れマニュアルに明文化

しています。 

・実習生受け入れマニュアルをもとに、主任が連絡窓

口を含め、中心となり対応しています。受け入れの際

に、園内掲示をし、保護者への周知も図られています。 

・実習生の意向や学びたいこと等に合わせて、実習生

ごとにプログラム、スケジュールを計画しています。

日々の実習後には主任、クラス担任、必要に応じて園

長が参加し振り返りを行っています。また、翌日に実

習に入るクラスの担任と保育内容のねらいや観察の

ポイント等について共有しています。 

・実習生受け入れ研修の受講や本社アドバイザーによ

る助言等により、指導者に対する研修を実施していま

す。また、各クラス担任には、園長及び主任が指導を

行っています。 

・学校との連携として、実習前に実習生の情報等のや

り取りや、実習中の学校担当者の巡回を積極的に受け

入れています。 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 
  

・法人のホームページや園のホームページに、理念や

方針、概要や具体的な取り組みなどが公開されていま
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21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

す。決算情報や園規則等は保護者用閲覧ファイルに保

管され、保護者は常時閲覧が可能となっています。 

・第三者評価受審結果については、園のホームページ、

かながわ福祉サービス第三者評価推進機構にて公表

しています。苦情・相談の体制については、重要事項

説明書で示されるとともに、園内にも掲示していま

す。 

・第三者評価の受審結果の改善・対応状況、苦情・相

談の改善・対応については、内容に応じて運営委員会

にて共有し、議事録を掲示することで保護者への周知

を図っています。 

・子どもの作品を区役所に掲示しています。また、区

のコミュニティ広場で地域の方を対象として実施さ

れる、育児相談やわらべうたなどの保育実践に参加す

るなどの取り組みが行われています。さらに、園内に

区の保健師を招いて育児相談や親子遊びなどを行う

赤ちゃん教室を実施しました。 

・区役所の窓口に園のパンフレットを置いています。

また、区の子育て支援ネットワークにも参加していま

す。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・保育所における事務、経理、取引等に関するルール

については、本部の組織図により明確にされ、新任研

修にて周知しています。また、園の約束事等が記載さ

れている「新入社員の皆さんへ」では、立て替え購入

の場合の請求について、詳細に記載され周知されてい

ます。 

・園では小口現金を取り扱い、一定額以上については、

代表決裁で購入し、それ以外は園長決裁となっていま

す。経理については法人代表と運営担当の 2 名体制

で、月末にチェックすることで、定期的に確認されて

います。 

・外部の専門家による監査支援等として、市の監査課

による指導監査を実施しています。監査内容について

は、指摘事項にもとづいて改善し、市へ報告及び必要

書類の提出を行っています。 
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４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・地域との関わり方については、事業計画書や重要事

項説明書、全体的な計画に記載されています。 

・病後児保育の情報や学童情報、自治体の子育て支援

パンフレット、市や区からの案内などの情報を収集

し、掲示板の利用等で保護者に提供しています。 

・コロナ禍以前は、例年、地域の高齢者施設への訪問

や地域の祭り等に参加しています。また、園内に区の

保健師を招き、初めて子どもを授かる養育者を対象と

して、親子遊びや育児相談を行い、職員も参加してい

ます。 

・園や子どもへの理解を得るために、地域の人々と子

どもとの交流の機会として、近隣の保育園と公園の花

植えを行っています。 

・個々の子ども・保護者のニーズに応じて、療育セン

ターやこども家庭支援機関への相談等を紹介してい

ます。また、玄関には関連したパンフレットを置くな

ど、地域における社会資源を利用するよう推奨してい

ます。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢は、ボラン

ティア受け入れマニュアルに明文化されています。ま

た、体験学習等の学校教育等への協力についても、ボ

ランティア受け入れマニュアルに則り実施する旨が

記載されています。 

・コロナ禍以前は、中学生の体験学習を例年 5~6 名受

け入れています。受け入れの際はボランティア受け入

れマニュアルに則り、オリエンテーションを行ってい

ます。オリエンテーションでは、守秘義務やプライバ

シーの尊重、子どもへの関わりの注意点等を説明して

います。また、園内に受け入れに関する掲示をし、保

護者への周知も図っています。 



24 

 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・玄関には手作りの散歩マップや地域周辺の公園マッ

プが掲示されています。地域の関係機関・団体につい

ては電話内の電話帳に登録されています。 

・職員会議で、療育センターや子育て支援関係機関、

各区役所の保健師等、子ども・保護者の状況に対応で

きる社会資源について共有しています。 

・必要に応じて療育センターに巡回を依頼するととも

に、要保護家庭については定期的に各区役所の保健師

と連絡を取っています。 

・基本的には区の関係機関との連携で対応できます

が、地域に適当な関係機関・団体がない場合には、区

の保育担当に相談し適切な機関を紹介してもらいま

す。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応

については、虐待対応マニュアルに沿って対応してい

ます。また、区役所の保健師との定期的な情報共有が

図られており、必要に応じて児童相談所との連携を図

る体制が整えられています。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・地域の福祉ニーズについては、保護者代表、外部委

員、法人代表、園長及び主任が参加し、年に 2 回実施

される運営委員会を通して把握に努めています。ま

た、赤ちゃん教室等を通した地域の親子との交流の場

や、園見学者の対応等からも情報収集に努めていま

す。一例として、緊急を要する一時保育のニーズや就

労やリフレッシュに伴う一時保育のニーズ等の把握

があげられます。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

 

 

B 

 

 

B 

・把握されたニーズにもとづき、園では一時保育を実

施しています。また、区が主催で行う、合同育児講座

へ参加しています。合同育児講座では、地区センター

に区内の各園の担当者が集まり、運動遊びや劇遊び、

手作り玩具の紹介等を行っています。その際に、各園

の案内等も紹介しています。 

・妊娠期支援として、初めて妊娠される養育者を園に
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□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

  
招き、育児相談等を行っています。 

・今後は、把握された地域ニーズにもとづき、離乳食

講座や遊びの紹介、わらべうた等を通した親子交流会

など、園独自の取り組みが期待されます。 

・非常時に備え、園が所在するマンション理事会と連

携し、避難方法や災害時の協力体制等の確認を行って

います。 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

・子どもを尊重した保育の実施については、全体的な

計画や、各種マニュアル、また園独自で作成した「新

入社員の皆さんへ」の中で明示し、職員会議等で具体

的な事例を通して、園長が伝えています。 

・子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理綱領」

については、法人のホームページにて「社会貢献」「コ

ンプライアンス」「環境にやさしい」の 3 つのコーポ

レートポリシーが掲げられるとともに、新任研修では

子どもの権利条約について併せて周知しています。 

・子どもを尊重した保育の提供に関して、職員は法人

主催の研修や自治体主催の研修に積極的に参加し、理

解し実践するための取り組みにつなげています。理解

された内容は指導計画に反映され、必要に応じて主任

が助言しています。 

・子どもの尊重や基本的人権への配慮について、年に

3 回実施される事例検討会や月に 3 回実施されるリー

ダー会議、月に 2 回実施される職員会議等で保育を振

り返り、必要に応じて園長が助言及び指導を行うな

ど、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要な対応

を図っています。 

・女児は暖色系、男児は寒色系などの固定的な対応を



26 

 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 
しないよう配慮し、職員会議で周知しています。また、

文化の違いに関する取り組みについては、異文化の方

が入所していた際に、食文化の違い等に配慮した取り

組みを行っていました。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どものプライバシーの保護については、個人情報

保護方針等に記載されるとともに、オムツ替えマニュ

アル、水遊びマニュアル等に記載されています。これ

らの内容については、本社研修や新入社員に対しては

初勤務時にも確認し、理解を図っています。 

・おむつ替えは必ずトイレで行い、着替えの際は、上

を脱いだら上を着るなど順に着替える、プール、水遊

びの服装や場所などに配慮するなどマニュアル等に

もとづいて、プライバシーに配慮した関わりが実施さ

れています。 

・入園時には必ず、画像や動画の使用について、保護

者に説明し同意書をいただいています。また、ホーム

ページなどでの写真使用時には、必ず保護者に確認

し、同意を得ています。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・理念や基本方針、保育の内容や保育所の特徴等を紹

介したパンフレットを区役所に設置しています。ま

た、区が主催で行う、合同育児講座で園の案内等も紹

介しています。 

・ホームページには、園内の写真等が掲載されていま

す。パンフレットは写真や園内の見取り図等を掲載

し、簡潔かつ見やすく構成されています。 

・園見学は、電話で予約を受け、時間や人数を分ける

ことで個別に丁寧な説明ができるよう配慮していま

す。園長が見学対応を担当し、園のパンフレットの説

明や園内の説明、また保育で大切にしていることなど

を伝えています。一時保育の受付に関しては、主任が

担当しています。 

・利用希望者に対する情報提供については、見学対応

の際に、見学者からいただいた質問に答える中で、全

体的なニーズを分析し、必要箇所の変更をしていま

す。 
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31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・入園前に重要事項説明書について説明を行い、保護

者は同意書に記入をしています。重要事項変更の際

は、再度説明し、その都度同意書を得ています。 

・保育の開始時は、園のしおりにて保育理念・保育方

針の他、行事、持ち物、生活の流れ等について説明し

ています。変更時には、差し替えの文書を作成し、配

布しています。 

・入園決定者に対して、全体での説明後、個別面接の

時間を設け質問等に答えています。また、持ち物に関

しては、実物を提示するなど保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っています。 

・食物アレルギーなど、特に配慮が必要な保護者への

説明については、栄養士も参加し面談を行っていま

す。その際に、園での対応や提出書類等について詳細

に説明しています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

B 

 

 

A 

・保育所の変更にあたっては、個人情報の観点から直

接、転園先等と情報共有を行うのではなく、区を通し

て情報共有を行っています。保護者の同意が得られた

際は、変更先の施設と連携し、電話でのやり取りや、

文書での共有等を行っています。 

・保育所の利用が終了した後の相談窓口として、園長、

主任及び卒園児の担任を務めた保育士が担当してい

ます。 

・保育所の利用が終了した時に、子どもや保護者等に

対し、いつでも来園できることを必ず伝えています。

また、法人は退園後にアンケートを実施しており、保

育内容や行事などについて質問するとともに、自由記

述欄を設けています。アンケートは本部への送付とな

っており、保護者は引き続き、退園後の相談窓口とし

て利用することが可能です。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職員は、クラスミーティングやリーダー会議、また

職員会議の中で、子どもの姿を中心に、保育内容につ

いて多角的な視点で話し合い、保育の振り返りを行

い、一人ひとりの子どもの様子について把握していま

す。また、送迎時の保護者とのコミュニケーションを

通して、子どもの満足を把握するように努めていま

す。把握された内容については、指導計画に反映され

ています。 
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□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

B A 
・保護者の満足に関する意向の把握については、行事

後のアンケートや年 2 回実施される運営委員会での

意見交換、また意見箱や退園後のアンケート等を通し

て定期的に行われています。 

・クラス懇談会を実施し、職員は懇談会の中で交わさ

れる保護者の意見や雰囲気等を通して、保護者の満足

を把握するように努めています。クラス懇談会には、

園長や主任もできる限り参加できるよう体制を整え

ています。 

・行事後のアンケート等を通して具体的な改善を行っ

ています。一例として、生活発表会の際の音響の調節

や、子どもの配役及び立ち位置等について検討し、改

善につなげました。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・苦情解決の体制については、受付担当を各担任及び

主任とし、解決責任者を園長としています。また、2 名

の第三者委員を設置しています。これらの内容は、重

要事項説明書に記載があるとともに、玄関に掲示して

います。 

・意見箱を設置し、保護者等が苦情を申し出しやすい

工夫を行っています。意見箱には、小学校就学に向け

て靴を立ったまま履けるようにして欲しいことや空

調の使い方等に関して意見が出されたことがありま

す。名前を記名された保護者に対しては、個別に対応

及び説明を行っています。 

・苦情内容については、苦情対応報告書に記載してい

ます。また、児童票や個人面談記録にも記載していま

す。 

・日々の保育の中で把握された苦情内容に関しては、

園長を含め臨時会議を開催し、職員で検討した上で、

迅速な対応と報告につなげています。 

・苦情内容及び解決結果等で、園全体に関わる内容の

際は、苦情を申し出た保護者等に配慮したうえで、園

だよりで公表するとともに、クラス内の申し出に関し

ては園内に掲示をしています。 

 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

  
・相談の受付担当については、各担任及び主任、また

必要に応じて園長や第三者委員など複数の相手を自

由に選べることを、重要事項説明書や玄関の掲示で知
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□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

B 

 

A 

 

らせています。また、直接の相談以外に、意見箱を通

して意見を述べられることを知らせ、意見箱及び意見

用紙を玄関に置いています。 

・相談をしやすいスペースの確保として、談話室や空

き保育室を利用し、面談を実施しています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・連絡帳のやり取りや、送迎時に子どもの様子を伝え

る等のコミュニケーションを取り、保護者の様子の把

握に努めています。その際に、保護者の意向等を傾聴

し、保護者が相談しやすく意見を述べやすいように配

慮しています。 

・意見箱の設置や行事後のアンケートの実施、また年

に 2 回実施される運営委員会の前には、意見等の意見

箱への投函の促し等を行っています。運営委員会で

は、行事の実施方法や園内環境、給食、保護者と情報

共有する掲示板など、具体的な内容について、保護者

との意見交換が行われています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等については、苦情対応マニュアル、苦

情解決に関する要綱で定めています。 

・職員は、保護者からの相談等について検討に時間が

かかる場合については、園長等と相談し、迅速に対応

することを伝えています。 

・保護者の意見にもとづき、保育の質の向上に関わる

取り組みが実施されています。一例として、災害時の

避難の際に裸足で屋外に避難していましたが、保護者

からの意見を踏まえ、職員会議で安全面等を改めて見

直し、避難靴を履いて避難する取り組みに変更しまし

た。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

 

 

 

 

 

 

 

 

・リスクマネジメントに関する責任者の明確化につい

ては、危機管理（リスクマネジメント）マニュアル、

事故発生マニュアル等で責任者を明確にしています。

園児の怪我のフローチャート、侵入者・不審者フロー

チャート、災害発生時対応フローチャートなど、項目

ごとのフローチャートを整備し職員に周知していま

す。事故発生マニュアルは各クラスで所持し、事務所

でも閲覧が可能な体制となっています。マニュアルに
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ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

B 

 

A 

もとづき、毎月の避難訓練とともに、年に 2 回不審者

対応訓練を実施しています。 

・災害時や避難時に迅速な対応ができるよう、散歩で

使用する公園の航空写真を印刷し、公園内の危険個

所、避難口、死角及び注意した方が良い場所、一時避

難ができそうな場所に色別のシールを貼っています。

職員休憩室に常備することで、いつでも確認できる体

制が整えられています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例の収集について

は、事故報告書、ヒヤリハットを含めた軽傷記録を行

っています。ヒヤリハットを含めた軽傷記録について

は、3 期に分けて統計を出し、分析及び改善策・再発

防止策につなげています。 

・職員は、年に 1 回、救急救命講習を受講しています。

また外部のリスクマネジメント研修にも参加してい

ます。安全確保・事故防止の観点からクラス内で気付

いた危険個所等を出し合い、全体の職員会議等で話し

合いを行っています。 

・事故やヒヤリハットが発生した際は、臨時会議を開

催し、迅速に全体周知を行うとともに、早急に改善策

を検討しています。また、年度末には、事故防止策等

の安全確保策の実施状況や実効性について振り返り

を行うなど、定期的に評価・見直しを行っています。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・感染症対策について、園長・主任を中心に管理体制

が整えられています。 

・感染症の予防と発生時等の対応については、安全衛

生マニュアル及び嘔吐物処理方法に記載され、職員に

周知しています。嘔吐処理に関しては、感染症等が流

行する前に全職員で、処理方法について実演・講習す

る機会を設けています。また、園長より各季節の感染

症が流行する前に、職員に対して注意喚起を行ってい

ます。 

・感染症の予防対策として、職員・子どもともに、戸

外から園内に入った際は手洗いを徹底しています。ま

た玩具の消毒や消毒液を使用した園内清掃等をこま

めに行っています。布製の玩具については定期的に洗

濯しています。また、園だよりを通して感染症等の対

応について保護者に知らせています。 
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（保育所） ・各トイレに嘔吐処理セットを設置し、迅速な対応が

できるよう体制を整えています。 

・感染症が発生した際は、感染症名と注意事項等につ

いて玄関及び各クラスに掲示し、保護者に知らせてい

ます。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制については、災害・事故マニュア

ルに記載されています。マニュアルは災害時持ち出し

リュックに常備し、いつでも確認できるようにしてい

ます。 

・耐震措置、消火設備については建物の管理会社と共

有し必要な対策を講じています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法について

は、安心伝言板という一斉メールを使用しています。

安心伝言板は、保護者、職員共に全員が登録していま

す。伝言板について、園のしおりに記載するとともに、

年に数回配信することで周知、確認をしています。 

・食料・備品は３日分備蓄されています。食料につい

ては、防災担当者が食料個数、消費期限等の管理をし

ています。備品については、防火管理者である園長及

び本社が中心に管理をしています。 

・毎月、園で避難訓練を行うと共に、年に 2 回、消防

署へ訓練内容を報告しています。訓練は、火災、地震、

洪水、不審者を想定して実施しています。立地条件等

から災害の影響を把握し、水害の際は、園が所在する

建物内の 2 階以上の階に避難しています。 

・園では事業継続計画（BCP）が整備されています。

計画書には、再開までの役割分担や実施事項が記載さ

れています。 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

 

 

 

 

・標準的な実施方法については、保育業務マニュアル

や保護者対応マニュアル等で適切に文書化されてい

ます。子どもの尊重、プライバシーの保護や権利擁護

については、保育所規則に明示され、保護者用閲覧フ

ァイルにも保管し、保護者への周知も図っています。 
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る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

B 

 

 

A 

 

・園の約束事を記載した「新入社員の皆さんへ」を整

備し、保育にあたるときの約束事を具体的に示してい

ます。一例として、保育室内で大声をとばさず、子ど

ものことを大切に考え、言葉を手渡すという気持ちで

一人ひとりに丁寧な言葉がけをすること等が記載さ

れています。 

・標準的な実施方法については、入社時の園長とのオ

リエンテーションを通して詳細に説明しています。ま

た、本社主催の新任研修や、必要に応じて職員会議で

周知しています。 

・標準的な実施方法にもとづいて実施されているかど

うかについては、クラスミーティング、リーダー会議、

職員会議にて園長を含め、具体的な事例をもとに、保

育内容について話し合いながら振り返りを行ってい

ます。振り返られた内容は、個別の月間指導計画等に

反映させ、一人ひとりの子どもの姿に応じてねらいを

立て実践につなげています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・標準的な実施方法等については、年に 1 回実施され

る系列園の園長のヒアリングを通して検証、見直しを

実施しています。また、園内においては、各クラスミ

ーティングや職員会議等で保育内容を検討し、実施方

法を見直しています。 

・園独自で作成している、園の約束事を記載した「新

入社員の皆さんへ」については、必要に応じて見直し

が実施され、職員に周知しています。 

・見直された内容については、週案、月案を話し合う

クラスミーティングで検討し、反映されています。 

・検証・見直しにあたり、クラスミーティングやリー

ダー会議、職員会議で出された意見を集約し反映させ

る仕組みとなっています。また、保護者からの意見に

対しては、情報を共有し、話し合いの場を設け反映さ

せています。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・指導計画の策定は、各クラス担当者が行い、園長、

主任が確認し、園長を最終責任者としています。 

・入園前に事前に入園決定者に必要書類等を送付し、

家庭状況等を所定の用紙に記載していただき、それら

をもとに新入園児面談を行っています。面談で把握さ

れた内容については、3 月の職員会議にて全職員と情

報共有を行っています。 

・全体的な計画にもとづき各種指導計画が立てられて

います。指導計画の作成の際は、多角的な視点から子

どもの理解を深め、計画に反映させています。また、

保護者との日ごろのコミュニケーションを通して、ニ

ーズ等を把握し、計画に反映させるよう努めていま

す。 

・計画の作成にあたり、区の保健師の巡回を通して、

個々の発達について振り返ることや、給食会議等を通

して栄養士と子どもの好き嫌い等を把握することで、

個々に応じた適切な指導計画の作成につなげていま

す。 

・指導計画等にもとづく保育実践について、事例検討

会議を通して子どもの発達や姿を検討し、保育の振り

返りを行うなどの仕組みが構築されています。振り返

りの内容については、計画に反映させ実践につなげて

います。 

・支援困難ケースへの対応については、職員会議で取

りあげ検討するとともに、検討内容については全職員

で共有しています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・全体的な計画は、年度末に法人園長会にて見直しを

実施しています。また、年間計画は 4 期ごとに振り返

っています。年に 1 回、保育所自己評価を実施し、結

果内容は保護者用閲覧ファイルに保管し、保護者との

共有が図られています。 

・見直しによって変更した指導計画の内容は、クラス

ミーティングで関係職員に周知しています。内容によ

っては職員会議にて周知しています。 

・全体的な計画は、法人管理のため、変更があった際

は、園長を通して職員に周知される仕組みになってい

ます。年間計画等、その他の指導計画は各担当者から

園長に相談、報告され、園長から全職員へ周知する仕
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的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

組みを整備しています。 

・日々の様子を写真や文書で記録することで、保育の

つながりを可視化し、子ども理解につなげています。

また、エピソード記録を記述することで、主観ではな

く子どもの姿を捉えた振り返りにつなげています。振

り返りの際は園長、主任が参加することで多角的な視

点で保育を捉え、課題を明確にしています。課題につ

いては、保育のつながりを意識した上で、指導計画に

反映させています。 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況等は、個別指導計画、

保育日誌、健康記録、連絡帳、児童票、発達チェック

表、個人面談記録等定められた書式によって記録さ

れ、保管されています。個別の指導計画等にもとづく

保育が実施されていることを、記録により確認するこ

とができます。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

よう、主任が個別の発達に合った内容か等について配

慮し、指導しています。主任が確認した指導計画は、

園長が最終確認し、指導が必要な部分について園長が

補い、指導にあたっています。 

・情報の分別は園長が行い、主任と共有後、主任又は

園長から職員に伝達しています。情報伝達について

は、内容に応じてリーダー会議と職員会議を使い分

け、職員への周知を図っています。また、必要に応じ

て個別に伝達しています。 

・各クラスミーティング、リーダー会議、職員会議、

給食会議等、情報共有を目的とした会議の定期的な開

催の取り組みが行われています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

する方針については、個人情報保護方針等のマニュア

ルにより定められています。また、個人情報の不適正

な利用や漏洩の対応等については、就業規則にも定め

られています。 

・記録管理の責任者を園長とし、個人情報の記載があ

る書類等は施錠される書庫で管理するなど適切な管

理が行われています。 

・記録の管理については、本社主催の新任研修にて教

育しています。また、入社時の園長とのオリエンテー
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□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

ションを通して指導しています。 

・園で使用するパソコンには、パスワードが設定され

ています。パソコンを使用する際は事務室のみで使用

が可能です。 

・クラスミーティングや職員会議等で、具体的な内容

をもとに、その都度、個人情報保護規程等に関する内

容を伝えています。規程等は事務室にて随時閲覧可能

な体制となっています。 

・個人情報の取り扱いについては、重要事項説明書に

記載され、入園時に説明し、個人情報取り扱いに関す

る同意書で同意を得ています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

・全体的な計画には、社会的責任、人権尊重、保育者

の心がけ等の項目が設けられ、児童の権利に関する条

約、児童福祉法、保育所保育指針などの趣旨をとらえ

て作成されています。 

・計画作成の際は、各園にて職員から計画に対しての

意見を収集し、12 月の法人内の園長会にて検討され骨

子が完成します。骨子にもとづき、特色のある保育、

子育て支援、地域への行事参加、災害への備え、関係

機関との連携、自己評価等の項目について、園長が園

の実態に合わせて作成し、職員会議等で検討されてい

ます。 

・全体的な計画は、園長が、子どもの発達過程にもと

づき、計画内の乳児保育等に関わるねらい及び内容等

の保育内容について、必要な項目を取りあげ、園長が

見直しています。見直された内容については、リーダ

ー会議やクラス会議等で検討されています。 

・今後は、リーダー会議やクラス会議等で計画の見直

しを実施することが期待されます。 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・各部屋には温湿度計を設置し、適宜確認することで、

適切な状態に保たれています。換気については、24 時

間換気体制を整備しています。また、採光に関しては、

カーテン等を使用し心地よく過ごすことができるよ

う配慮されています。 

・保育所内外の設備・用具については、安全チェック

シート及び園内清掃チェックシートを用いて安全管

理及び衛生管理に努めています。また玩具の消毒や消

毒液を使用した園内清掃等をこまめに行っています。 

・子どもの興味や関心を踏まえ、遊びのコーナーを設

定しています。キッチン台や鏡台、衣装や人形などが

用意された、ごっこ遊びのコーナー、クレヨンや絵の

具、パズルなどが用意された机上遊びのコーナー、ま
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□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

たブロック遊びのコーナーなど、発達に合わせた玩具

が各コーナーに用意されるとともに、子どもの遊びが

発展するように各コーナーの関連性も踏まえ環境を

整えています。また、環境を整える際は関連性だけで

なく、子どもが生活の中で見通しを持てるよう、動線

にも配慮しています。 

・一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち着ける

場所として、絵本コーナーや畳のスペースを設け、ソ

ファーを設置しています。 

・0~2 歳児については、各部屋にて食事と午睡のスペ

ースを分けています。3 歳児以上は、ランチルームで

食事をし、午睡は各部屋で行うなど、食事や睡眠のた

めの心地よい生活空間が確保されています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達と発達過程、家庭環境の状況などにつ

いては、各職員が把握している情報をクラスミーティ

ングや職員会議等を通して共有することで、一人ひと

りの子どもの個人差を十分に把握しています。また、

年度末には新旧担任間で引継ぎを行うことで、同じ視

点をもった関わりにつなげるなど、発達の連続性を踏

まえた保育を実践しています。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、

応答的な関わりを意識し、見守る保育を実践していま

す。見守る保育では、一人ひとりの子どもの発達を十

分に把握したうえで、子どもが挑戦したい気持ちを尊

重し、安全面に配慮した上で様々な経験ができるよう

取り組んでいます。 

・職員を定数以上に配置することで、個々の子どもに

ゆったりと向き合う時間が確保されています。その中

で、子どもの思いを読み取り、代弁しながら共感する

ことで、一人ひとりの子どもの自己肯定感が育まれる

よう取り組んでいます。 

・否定語、禁止・制止の言葉を使わないよう意識し、

肯定的な言い方に変え、伝えるよう意識しています。

また、子どものことを大切に考え、保育室内で大声を

とばさず、言葉を手渡すという気持ちで一人ひとりに

丁寧な言葉がけをすることを意識しています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助
  

・送迎の際に保護者とのコミュニケーションを大切に

し、園での子どもの姿を具体的に伝えるとともに、家
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を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

 

 

B 

 

 

A 

庭での状況も聞き取ることで、家庭との連携に努めて

います。把握された内容については、クラスミーティ

ングで共有することで職員間で共通認識を持ち、一人

ひとりの子どもの発達に合わせて、生活に必要な基本

的な生活習慣を身につけられるよう配慮しています。 

・年齢ではなく、個々の状況に合わせた援助をするこ

とで、自分でできたという達成感を感じられるよう配

慮しています。また、少しでもできたところを十分に

褒めることで、個々の意欲につなげるよう取り組んで

います。 

・一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と休息の

バランスが保たれるよう、絵本コーナーの活用や畳ス

ペース、ソファーなどを設置しています。 

・基本的な生活習慣を身につけることの大切さについ

て、保育士からだけでなく、栄養士からも食育の際の

手洗い指導や食材の栄養について等、話をしていま

す。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・ごっこ遊びのコーナー、ブロック遊びのコーナー、

机上遊びのコーナー、絵本コーナー等、子どもの興味

や関心を踏まえたコーナーを設置し、子どもがいつで

も自分で選んで遊ぶことができる環境が整っていま

す。また、子どもの遊びの様子を見て、遊びの深まり

や発展ができるよう、都度、玩具等を見直しています。 

・遊びの中で、すすんで身体を動かすことができるよ

う、全学年でわらべうたを取り入れています。わらべ

うたは、保育者の生の声で歌い、子どもの反応や要求

を捉え、繰り返し行ったり、抑揚をつけるなど、心地

よいリズムの中で、身体を動かせるよう配慮していま

す。 

・戸外で遊ぶ時間や環境を確保しています。園庭は主

に 0，1 歳児が使用し、子どもが立って押すとカタカ

タと鳴る木製の遊具、三輪車やストライダー、また砂

場や築山、タイヤなど、発達に合わせた遊具等が整備

されています。2 歳児は、園庭及び近隣への散策活動、

3 歳児以上は近隣の公園で遊ぶ時間を積極的に設けて

います。 

・3~5 歳児は異年齢で生活を送っています。0~2 歳児

に関しては保育士を介して子ども同士のやり取りが
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夫している。 できる遊びの環境を整えています。また、絵本コーナ

ーでは、年上の子が年下の子に絵本を読むなどの場面

が見られ、年上の子への憧れや年下の子への思いやり

を育む場にもなっています。 

・様々な表現活動が自由に体験できるよう製作コーナ

ーを常設しています。廃材製作にも取り組んでおり、

廃材は種類ごとに仕分けられ、遊びやすい環境が整え

られるとともに、継続した遊びを保障できるよう、製

作したものを置くことができるスペースを確保して

います。 

・全年齢を対象として、発達に合わせたわらべうたの

実施や、3 歳児以上を対象として、週に 1 回の英語で

あそぼを実施しています。英語であそぼでは、プロジ

ェクター等を使用し、英語でのあいさつや色のクイズ

等に取り組み、英語を身近に感じられる経験となって

います。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・室内は、家庭的な温かみのある照明を使用し、活動

に応じて明るさを調節しています。また、天井には布

の天蓋を設けるなど、落ち着いて過ごせる空間づくり

に配慮しています。 

・保育士等と愛着関係が持てるよう、緩やかな担当制

を取り入れています。子どもの様子を十分に把握した

職員が関わることで、子どもが見通しと安心感を持て

るよう配慮しています。 

・子どもの表情、喃語、しぐさから気持ちを汲み取り、

丁寧に言葉にしながら応答的に関わっています。 

・ミルク缶程度の大きさの入れ物の蓋の部分に穴が開

いており、そこにポトンとペットボトルのキャップ程

度のものを落とす手作りの玩具や、装飾された段ボー

ルの板に、ペットボトルの蓋がゴムで止められ、子ど

もが引っ張って遊ぶ玩具等、発達過程に応じた玩具を

多めに用意することで、遊びの保障をしています。ま

た、室内にはウレタン製の滑り台や、園庭には築山を

設置するなど、発達に合わせた身体遊びができる環境

も整えています。 

・送迎時には、園での子どもの姿を具体的に伝えるな

ど、子どもの成長や姿を保護者と共有しています。 
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7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが自ら取り組もうとする姿を認め、時間を十

分に確保することで、自分でしようとする気持ちを尊

重し、一人でできたことを共に喜んでいます。また、

子どもの嬉しい思いを言葉にするなど、子どもの気持

ちに十分に共感しています。 

・探索活動が十分にできるよう、事前に危険な場所等

を把握し、保育士間で連携を取り、見守ることで、子

どもが自由に探索できるよう配慮しています。また、

子どもの発見を大切にし、共に探索を楽しんでいま

す。 

・子どもの自我の育ちについては、自分でやりたい思

いを受け止めながら、子どもの思いや相手の思いを代

弁していく中で、関わり方を伝えています。また、室

内で遊ぶか戸外で遊ぶか等を含め、日ごろから子ども

が自ら選択し決めることができるよう配慮していま

す。 

・保育士は、互いの気持ちに寄り添い思いを共感した

上で、相手にも気持ちがあることを穏やかに伝えるな

ど、友だちとの関わりの仲立ちをしています。 

・保育士以外に、食事の巡回や食育等を通して栄養士

と関わるなど、保育士以外の大人との関わりを図って

います。 

・送迎時のコミュニケーションを大切にし、家庭での

子どもの様子を把握するとともに、保護者の様子につ

いても把握に努めています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・3 歳児に関しては、トイレトレーニング等生活面も

含め、個々の発達を十分に把握しながら、保育者が寄

り添うことで安心感をもって生活できるよう援助し

ています。また、進級時にはランチルームの使い方を

丁寧に伝えるなど、生活の流れを理解できるよう援助

するとともに、少人数の活動を心掛け、丁寧な関わり

を行っています。 

・4 歳児に関しては、自分の思いを表現したり相手の

思いを知るといった機会を大切にし、保育者が見守る

ことで、自分の思いと折り合いが付けられるよう援助

しています。また、嫌なときは嫌と伝えるなど、子ど

もの心の葛藤を支えながら、自分の意見を言える環境

を大切にしています。 
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りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

・5 歳児に関しては、保育者が提案するのではなく、

子どもが自ら考えたり意見を出し合い、実現できるよ

う配慮しています。一例として、生活発表会では、絵

本を題材に子どもと話し、配役や必要な小物を作るな

どの取り組みを行っています。また、「どうすればよか

ったか」など、子ども自身が考えられるような言葉が

けに配慮し、自ら判断できる力が身に付くよう適切に

関わっています。 

・子どもの育ちや取り組んできた協同的な活動につい

て、園内掲示にて保護者等に伝えています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・玄関にスロープを設置し、保育室内は子どものトイ

レを除き、バリアフリーの構造にするなど、障害に応

じた環境整備に配慮しています。 

・障害のある子どもの状況に配慮した個別の月間指導

計画が整備されています。作成の際は、個々の育ちを

中心に立案するとともに、クラスの月間指導計画に記

載がある五領域に関連付け、作成されています。 

・計画にもとづき、発達の連続性に配慮しながら子ど

もの状況と成長に応じた保育実践を行っています。保

育内容や子どもの様子については、クラスミーティン

グや職員会議において全職員で共有しています。 

・日ごろから保護者との連携を密にするとともに、個

人面談等での情報交換を行っています。共有された内

容をもとに、園と家庭で統一した関わりを行うなどの

取り組みにつなげています。 

・必要に応じて、嘱託医や療育センター、区の保健師

等と連携を取り、相談や助言を受けています。 

・職員は、障害のある子どもの保育について、外部研

修への参加や専門機関からの助言を受けています。得

られた内容をもとに、クラスミーティングや職員会議

等で具体的な関わり方を多角的な視点で話し合い、実

践につなげています。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・長時間保育については、全体的な計画に記載される

とともに年間カリキュラム等にも具体的な配慮点が

記載されています。 

・家庭的でゆったりと過ごすことができるよう、職員

を規定数より多めに配置し、個々にじっくりと関われ

るよう配慮しています。また、子どもが遊びを自分で

選べる環境を整えることで、自身の興味やペースに合

わせて過ごせるよう配慮しています。 

・年齢が異なる子どもが一緒に過ごす際は、子どもの

興味や発達に考慮し、過ごす部屋を分けるなど、一人

ひとりが落ち着いて過ごせるよう配慮しています。 

・保育時間の長い子どもに配慮し、保護者の希望によ

り夕補食を提供しています。 

・各職員は退勤時に、各クラスの伝達ノートを使用し

文書及び口頭で引継ぎを行っています。怪我の引き継

ぎについては、患部の確認も必ず行っています。 

・担当の保育士と保護者との連携が十分にとれるよ

う、受け入れ、受け渡しは基本的に担任が行うように

するとともに、日中の様子を詳しく伝えるようにして

います。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・小学校との接続や就学に関連する事項については、

全体的な計画や年間カリキュラムに記載され、計画に

もとづいた保育が行われています。 

・全体的な計画には、幼児と小学校児童との交流によ

り互いの自尊心を高め、就学への期待が持てるように

することが記載され、幼保小の交流の中で、学校探索

等ができる機会が設けられています。現在はコロナ禍

のため、小学校教員と生徒が園に届けてくれた「学校

生活の様子」の DVD を観たり、保育士が zoom を使

用した研修で授業参観等に参加しています。 

・保護者が、小学校以降の子どもの生活について見通

しを持てるよう、年間を通して計画的に実施される、

小学校及び幼稚園、保育園との交流内容等について伝

えています 

・保育士等と小学校教員との意見交換として、コロナ

禍以前は、例年、連携している小学校と年に 3~4 回の

交流を行っています。また、職員が小学校参観に参加

する機会や、保育所児童保育要録を踏まえた引き継ぎ
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の場を設けています。 

・保育所児童保育要録は、年長児担任が作成し、園長

が最終確認をしています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・子どもの健康管理に関するマニュアルとして、保健

マニュアルが整備されています。職員はマニュアルに

もとづき、受け入れ時の視診等を通して、子どもの心

身の状態を把握しています。把握された内容について

は、日誌に記入されています。 

・子どもの体調、怪我等については、担任・主任・園

長で連携して把握され、状況により 3 者で保護者に伝

える人を決めています。事後の確認は必ず行っていま

す。 

・子どもの保健に関する計画は、保健年間計画に示さ

れています。年間計画では、月ごとの目標や行事、気

を付けたい病気・症状が記載されるとともに、実践の

際の具体的な留意点が記載されています。 

・熱性痙攣等の既往歴については、入園前の面談等を

通して把握しています。予防接種や定期健診等を受診

した際は、連絡帳を通して共有しています。既往歴な

ど共有された内容については、クラスミーティング等

を通して共通理解するとともに、職員会議にて全職員

で理解を図っています。 

・園の子どもの健康に関する方針については、園のし

おりに記載されています。また、取り組みについては

掲示にて知らせています。 

・乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する知識について

は、SIDS マニュアル及びブレスチェックマニュアル

を用いて職員に周知しています。ブレスチェック表を

用いて０歳児は 5 分毎、1 歳児以降は 10 分毎にチェ

ックし、確認者の名前を記載しています。 

・保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）につい

て新入園児説明会、新入園児面談の際に各家庭に伝え

ています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

 

 

 

 

・内科健診、歯科検診は年に 2 回実施され、健康記録

カードに記録されています。実施前に、保護者から心

配事等があれば担任と共有しています。結果について

の保護者への伝達は、内科健診については口頭で伝

え、歯科健診については所定のカードを配布していま
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画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

B 

 

B 

 

す。その際に、事前に心配事等があった家庭について

は、合わせて医師からの返答内容を伝えています。 

・コロナ禍以前は、歯科医より歯垢染め出し液による

指導を年に 1 回実施しています。今後は、園において、

健康診断・歯科健診の結果を保育に反映する取り組み

が期待されます。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・保育所におけるアレルギー対応ガイドラインにもと

づいたアレルギーマニュアルを作成し、対応していま

す。 

・生活管理指導表にもとづき保護者へ説明し、市の書

式を使用し保護者に同意を得ています。 

・食事の提供にあたっては、アレルギーマニュアルに

もとづきアレルギー献立表を栄養士が作成し、園長が

確認しています。確認後、保護者も確認し押印してい

ます。押印された献立表は日々栄養士と担任で確認し

ながら、食事の提供につなげています。提供の際は、

給食室で栄養士と職員が確認後にサインをし、専用ト

レーで保育室に運び、配膳前に全職員に周知します。

専用ダスターを用意し、最初に食べ始めるよう配慮し

ています。 

・職員は外部研修に積極的に参加し、アレルギー疾患

等について必要な知識・情報を得たり、技術の習得に

努めています。得られた内容等については、職員会議

等を通して、全職員に周知しています。 

・年長児の当番活動で、食事の配膳があるため、アレ

ルギーについて話をし、掃除の仕方等について事前に

説明する機会を設けています。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・食育年間計画表を作成し、子どもが食についてさま

ざまな経験ができるよう配慮しています。計画表に

は、月ごとのクッキング等の食育活動が記載されると

ともに、型抜きで野菜を切る、食材を包丁で切るなど、

年齢に応じたクラスごとの具体的な活動内容が記載

されています。 

・子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環境づく

りが整えられています。0~2 歳児は、個々の生活リズ

ムに合わせて食事時間を設定するとともに、座位が安

定しない子どもは、保育者が抱いて食事の介助をする

など、個々の発達にも配慮した食事環境となっていま
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に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

す。3 歳児以上は、ランチルームで 3 歳から順に食事

をします。子どもは配膳後、食事の挨拶をして食べ始

めることで、個々のペースに合わせて食事が取れるよ

う配慮しています。 

・陶器の使用を通して温かみを感じたり、大事に扱わ

ないと割れてしまうことを感じてほしいという願い

から、食器は 0 歳児から陶器を使用しています。また、

発達に応じた食具を用意し、「スプーンを使い自分で

ご飯を完食できるようになる」などの具体的なねらい

が、食育年間計画表に記載されています。 

・個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう、0~2

歳児は状況に応じて栄養士と連携し、個々の盛り付け

量を調節しています。3 歳児以上については、減らし

てほしい場合は、配膳の際に子どもが量を伝え、自分

で食べられる量を把握することにつなげています。そ

の際に食べたいもの、食べられるものが少しでも多く

なるよう、無理強いはせず一口食べてみることから促

したり、同じものを保育士等が食べてみることで、お

いしさを伝えるなどの取り組みを行っています。 

・子どもが食について関心を深めるために、乳児の手

づかみ食べを見守り、五感で食材を感じられるよう配

慮しています。また、幼児は食育での調理体験の実施

や、甘味、塩味、酸味、苦味、うま味等の味覚につい

て掲示等を通して伝えています。また、写真で主食、

汁物、主菜、副菜の配膳位置等を示すとともに、食器

を片付ける際の重ね方等を掲示しています。 

・子どもの食生活や食育に関する取り組みについて、

毎月の給食だよりやサンプル及びレシピの掲示、保育

参観時の給食の試食等を通して、保護者に伝えていま

す。また、サツマイモの栄養や出汁に関するクイズな

ども園内に掲示し、食への関心を深めるための取り組

みにつなげています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

 

 

 

 

 

 

・離乳食は、一般的な時期に応じた対応ではなく、個々

の咀嚼状態なども考慮しています。家庭と連携しなが

ら、食材の形状や、刻み具合を変えるなど、子どもの

発育状況や体調等を考慮して献立・調理の工夫をして

います。 

・子どもの食べる量や好き嫌いについては、乳児は喫
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□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

B 

 

 

A 

 

 

食状況を毎日連絡帳に記入し把握しています。幼児

は、配膳の際に、子ども自身で食べられる量を伝える

ことで把握につなげています。 

・園長が検食を行い検食簿に記入しています。改善点

があれば調理室に口頭で伝え、次の献立・調理に生か

しています。一例として、離乳食の初期などは食材が

ペースト状になっているため、色合い等に配慮して提

供できるよう伝えています。 

・栄養士が毎月旬の素材を意識して取り入れ、季節感

のある献立になるよう配慮しています。また、二十四

節気を考慮し、季節食材をふんだんに用いた給食の提

供を行っています。 

・栄養士は巡回を通して乳児の個々の咀嚼状況を把握

するとともに、幼児も含め喫食状況の確認を行ってい

ます。 

・衛生管理については、衛生管理マニュアルにもとづ

き適切に行われています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・連絡帳による情報交換や送迎時の直接のコミュニケ

ーションを通して、保護者の表情も読み取りながら、

日常的な情報交換を行っています。また、クラス活動

等については、掲示にて今日の活動やグループ活動等

を知らせています。 

・保育の意図や保育内容について、年に 1 回の個人面

談や生活発表会の後に行う懇談会、また保育参観や保

育参加を通して、保護者の理解を得る機会を設けてい

ます。保育参観や保育参加では、実際の園での子ども

の姿を見ることで、子どもの成長を共有できる機会と

なっています。 

・3~4 か月に 1 回程度、園での子どものエピソードと

家庭でのエピソードを場面記録と呼ばれる書式を使

用し、園と家庭で記入しています。それぞれのエピソ

ードを通して、子どもの成長を共有できるよう支援し
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ています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・日々のコミュニケーションや、活動内容を示した文

書や写真の掲示内容の共有、また日々の挨拶等、基本

的なことを大切にし、保護者との信頼関係を築くよう

取り組んでいます。 

・年に 1 回の個人面談及び必要に応じて随時面談を行

っています。また、事務所がカウンターの構造になっ

ているため、送迎の際など保護者が直接園長に話しか

けやすい環境になっています。 

・個人面談及び各家庭に応じての希望面談では、希望

日程を事前に聞き取り、保護者が希望する日程で実施

できるよう配慮しています。相談内容については、個

人面談記録として必ず記録し、児童票ファイルに綴じ

るとともに、特記事項等があれば、職員会議で共有し

ています。 

・10 月の親子遠足や、2 月の生活発表会等の行事を通

して、保護者同士が交流できる機会を設けています。

親子遠足では、親子で体操やわらべうたなどを行う中

での交流や、発表会後の懇談会の実施など、保護者同

士が顔を合わせて話すことができる機会を設け、保育

所の特性を生かした保護者への支援を行っています。 

・相談を受けた保育士等が適切に対応できるよう、必

要に応じて面談に園長・主任が同席しています。また、

面談で即答できない内容については、園長・主任に相

談の上、返答しています。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、登園時

の視診は必ず行っています。また、送迎時の親子の会

話や子どもの表情の観察等を行っています。日中は、

子ども同士の関わり方や会話内容等を通して、子ども

の心身の状態、家庭での養育の状況について把握に努

めています。 

・虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じた場合

は、速やかに園長に報告しています。疑いのある痣や

傷等があれば写真に収めるとともに、必要に応じて園

長から保護者に確認することもあります。 

・少しでも気になる兆候等があれば、園長、主任、担

任で共有を行い、必要に応じて関係機関への共有及び

本社への報告を行っています。日ごろからコミュニケ
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どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

ーションを積極的にとり、必要な援助を聞き取るとと

もに具体的な支援を行うなど、予防的に保護者の精神

面、生活面の援助をしています。 

・各区役所の保健師と連携を密にとり、家庭状況の共

有を行っています。情報内容に応じて、クラス担任と

も共有を図っています。また、児童相談所等との連携

を図る体制も整えられています。 

・園の虐待対応マニュアルや市の虐待ハンドブックに

もとづき、職員会議で具体的な事例を踏まえ共有して

います。また、外部研修も積極的に受講しています。 

 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・各職員は、年に 2 回実施される園長との面談で、目

標管理シートにもとづき、自己評価を実施していま

す。また園全体として、年に 3 回の事例検討会や、保

育所全体の年間自己評価を行っています。事例検討会

では、職員が個々の事例を出し合い、子どもの心の育

ち、意欲や取り組む過程等を踏まえた、振り返りや今

後の関わり等を話し合っています。年間自己評価はク

ラスごとに実施され、五領域、わらべうた、家庭との

連携、長時間保育、子ども理解、チーム保育、担当制

等の項目ごとの詳細な振り返りが行われています。こ

れらの振り返りが、互いの学び合いや意識の向上につ

ながっています。 

・年 2 回実施される、園長との面談では、目標管理シ

ートにもとづく自己評価に対して、今後学んでいきた

い分野や、園として期待すること等を共有していま

す。共有内容を踏まえて、各職員が自身の強みや弱み

を把握し、必要な研修等に参加するなど、専門性の向

上に取り組んでいます。 

・各職員の自己評価を踏まえ、絵本の大切さを共有し、

絵本コーナーを常設しました。絵本コーナーは子ども

が自由に絵本を読むことができ、異年齢での交流の場

となっています。また、絵本に色別のシールを貼るこ
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とで、子どもが片付けやすいよう工夫しています。さ

らに、絵本係を設け、子どもの好きな絵本を選定し季

節ごとに絵本を入れ替えています。絵本コーナーの常

設とともに、図書の貸し出しを行い、絵本の大切さに

ついて保護者との共有も図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


